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関
組
合
長
　
挨
拶

会場風景

　吾妻森林組合第21回通常総代会が令和８年６月22日午前10時より中之条町ツインプラザにて
開催されました。
　開会の宣言を吉田常務理事が述べ、開会宣言後、理事を代表し関組合長が挨拶をしました。
　ご来賓として出席を賜りました

吾妻郡町村会長　熊川　栄　様
吾妻環境森林事務所長　坂田　春生　様
群馬県森林組合連合会長　狩野　浩志　様　よりご挨拶をいただきました。

　総代出席者は、総代数200名に対し、本人出席62名、書面議決書85名、委任状20名、合計167
名で、集計の結果、第１号議案から第９号議案、付帯決議まで賛成多数により可決されました。

【総代会の主な概要】
・開会の辞　　　　副組合長
・組合長挨拶
・表　　彰
・来賓祝辞
・議長選任
・第１号議案～第９号議案、付帯決議まで審議
・質　　疑
・採　　決
・閉会の辞　　　　関組合長

【永年勤続職員表彰】
30年永年勤続表彰
　林産課　林産班
　田村　順一

永年勤続者に表彰及び記念品の贈呈を行いました。

第21回通常総代会開催
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１．総括事項

２．組合員及び出資金

区　　　分 組合員数（人）
出　　資　　金

出資口数（口） 出資金総額（円）

年度末現在 2,744 318,406 63,681,200

業 務 報 告 書
令和７年度

組合運営の取組みに当たりましては、組合員皆様のご理解とご協力を賜り厚く感謝申し上げます。
さて、昨年度を振り返ってみますとロシア・ウクライナ戦争が長期化し未だに激しい戦闘が繰り広
げられ、限定的な停戦提案はあるものの、停戦合意や終結が見通せない中で、米国によるイラン攻撃
が開始され、イランは反撃するとともにホルムズ海峡を事実上封鎖、原油価格が高騰し世界経済に大
きな影響が及び原油不足、供給の滞りは、国際秩序をも揺るがさざるを得ないものであります。
日本経済は緩やかな回復基調が続いているが賃金上昇や民間需要の底堅さがその背景にある一方、
個人消費の弱さや米国の関税政策など不確実性もあり、先行きが見通せない状況となっています。
林業界では、資材の高騰や人件費の上昇による建築費の増大等により新築住宅着工数は減少してい
るが、円安経済の影響か外国材の輸入量が減少し、国産材価格は大きな乱高下もなく安定取引が行わ
れました。
本県では、群馬県森林・林業基本計画が５年目を終えました。当組合では計画目標を実現すべく社
会情勢等を考慮しながら事業展開を行って参りました。
各部門での事業内容としては、指導部門では地区座談会の実施、町村等で行われた林業イベントに
参加をしました。チェンソー目立て講習会については、組合員８名、員外７名、合計15名に参加をし
ていただき、組合員サービスと併せて組合のアピールを実施しました。
販売部門では、林産事業として皆伐事業約39ha、搬出間伐事業63haを実施し、買取生産21，657㎥、
受託生産11,122㎥、計32,779㎥を生産しました。
作業道事業では、12路線15，217mの開設を行い、その他の事業として受託事業、受託林産事業、
利用事業、病害虫防除事業を行いました。
加工部門では、バイオマス発電用チップとして17,826tの加工生産を行い、販売品については、木
材加工製品等の仕入販売を行いました。
森林整備部門では、受託造林事業で植付・下刈・獣害防止・保育間伐の事業を行い、組合員所有林
を中心に森林整備に努めました。また併せて、森林研究・整備機構、森林・緑整備基金、県の事業請
負をし、同じく組合員所有林等の森林整備に努めました。
これからも、役職員が一体となり、地域林業の適切な保全・利用と林業経営の更なる発展に向けて
頑張って参りますので、関係機関並びに組合員皆様より一層のご指導とご支援を賜りますようお願い
申し上げます。
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令和８年３月31日現在（円）

令和７年４月１日～令和８年３月31日（円）

３．貸借対照表

４．損益計算書

５．令和７年度剰余金処分案

科　　目 合　　計
Ⅰ 事 業 総 損 益

１ 事 業 収 益 907,596,951
２ 事 業 費 用 695,650,369

事 業 総 利 益 211,946,582
Ⅱ 事 業 損 益

事 業 管 理 費 181,687,787
事 業 利 益 30,258,795

Ⅲ 経 常 損 益
１ 事 業 外 収 益 1,892,318
２ 事 業 外 費 用 1,084,006

事 業 外 損 益 808,312
経 常 利 益 31,067,107

Ⅳ 特 別 損 益
１ 特 別 利 益 2,255,000
２ 特 別 損 失 23

特 別 損 益 2,254,977
税 引 前 当 期 純 利 益 33,322,084

法人税、住民税及び事業税額 9,082,084
当 期 剰 余 金 24,240,000
前 期 繰 越 剰 余 金 30,926,000
当 期 未 処 分 剰 余 金 55,166,000

科　　目 一　　般　　事　　業 合　　計指　　導 販　　売 加　　工 森林整備
Ⅰ 事 業 総 損 益
１ 事 業 収 益 8,244,990 429,310,696 211,125,326 258,915,939 907,596,951
２ 事 業 費 用 4,663,224 307,717,692 183,865,086 199,404,367 695,650,369

事 業 総 利 益 3,581,766 121,593,004 27,260,240 59,511,572 211,946,582
Ⅱ 事 業 損 益
事 業 管 理 費 18,023,582 90,817,354 13,956,543 58,890,308 181,687,787
事 業 利 益 -14,441,816 30,775,650 13,303,697 621,264 30,258,795

摘　　要 内　　訳 小　　計 合　　計
Ⅰ 当 期 未 処 分 剰 余 金 56,686,800

１当期未処分剰余金 55,166,000
２ 法 定 準 備 金 戻 入 1,520,800

Ⅱ 剰 余 金 処 分 額 任意積立金へ 26,686,800
Ⅲ 次 期 繰 越 剰 余 金 30,000,000

損益内訳 （円）

        (円)

科　　目 合　　計 科　　目 合　　計
資 産 の 部 負 債 の 部
流 動 資 産 合 計 500,237,969 流 動 負 債 166,225,676

有 形 固 定 資 産 257,941,275 固 定 負 債 156,543,374
無 形 固 定 資 産 614,691 負 債 合 計 322,769,050
外 部 出 資 資 産 37,132,000
そ の 他 の 固 定 資 産 15,565,765 純 資 産 の 部

固 定 資 産 合 計 311,253,731 出 資 金 63,681,200
法 定 準 備 金 128,883,200
任 意 積 立 金 240,992,250
当 期 未 処 分 剰 余 金 55,166,000
１ 当 期 剰 余 金 24,240,000
２ 前 期 繰 越 剰 余 金 30,926,000

純 資 産 合 計 488,722,650
資 産 合 計 811,491,700 負 債・ 純 資 産 合 計 811,491,700
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　令和８年２月５日、岡崎木材加工センターにピーターソ
ン製大型ドラムチッパー「4310B」を導入しました。バ
イオマス発電用チップの製造能力向上と安定供給を目的と
して導入したもので、高い処理能力を活かし、これまで以
上に効率的なチップ製造が可能となるため活躍が大変期待
されます。今後も岡崎木材加工センターでは、安全を最優
先に、品質の高いバイオマス発電用チップの安定供給に努
めてまいります。

　令和８年５月24日嬬恋村鎌原地内の桟敷山村有林で、
今年で15回目となる植樹イベントが開催されました。
　植樹は、「ちよだ・つま恋の森」づくり事業として、嬬恋
村と姉妹都市提携を結んでいる、東京都千代田区民を招き、
共同で森林整備をおこなうことで環境保全への理解と交流
を図るのが目的です。当組合の土谷総括班長からは、森林
の役割や植樹の方法などの説明と伐倒実演がありました。
今年は57人が参加し、霧に包まれた幻想的な雰囲気の中
で植樹を行いました。参加者はミズナラの苗木250本を一
本一本丁寧に植え、未来へ豊かな森をつなぐ思いを込めて
作業に取り組みました。

　令和８年７月10日午後３時より中之条町ツインプラザ
交流ホールにおいて、安全大会を開催しました。第42回
目を迎えた今回は、中之条労働基準監督署の成田監督・安
衛課長を講師にお招きし「ゼロ災害に向けた取組等につい
て」と題し、ご指導を受けました。当組合・四万林業協業
組合・㈲五嶌造林・㈲中山林業・昭和森林㈱・㈱須藤木
材・㈲池澤林業・吉野木材・㈱Forest Work・立石木材
㈱・吾妻森林整備㈱・㈲倉渕林業の86名が参加しました。

ピーターソン製4310B稼働開始

「ちよだ・つま恋の森」森林育成

安 全 大 会 開 催

7

ト ピ ッ ク ス



8

ふるさと森林相談会開催

渋川県産材センターの木材買取価格
規格 径級 樹種 単価（税別）

３mA材 末口16㎝～30㎝ スギ 12,000円/㎥
３mB材 末口18㎝～36㎝ スギ 8,300円/㎥
３mB材 末口14㎝～16㎝ スギ 7,000円/㎥
３mA材 末口16㎝～30㎝ ヒノキ 12,500円/㎥
３mB材 末口18㎝～36㎝ ヒノキ 8,500円/㎥
３mB材 末口14㎝～16㎝ ヒノキ 7,000円/㎥
３mC材 元口40㎝まで スギ、ヒノキ 4,500円/㎥

そ
の
他

（間伐材等由来）
C材1.8m～３mかつ 元口40㎝まで スギ他針葉樹

及び広葉樹 6,000円/トン

C材1.8m～３mかつ 元口40㎝まで スギ他針葉樹 4,300円/トン
D材 元口42㎝以上 スギ他針葉樹 2,000円/トン

C材2.0m程度かつ
曲り率B材（矢高６
㎝）程度まで元口
16㎝～40㎝

広葉樹 3,500円/トン

A材…��真っすぐで曲りのないもの
（柱材）

B材…�多少の曲りがあるもの（集成
材）

C材…�大きな曲りがあり、そのまま
利用できないもの、材長1.8m
以上で元口径が40㎝以下の材

D材…�元口径が42㎝以上の材
　価格適用期間
　令和８年７月１日～９月30日
（期間中であっても、情勢の変化に
より価格変更することがあります）

森林組合からのお知らせ森林組合からのお知らせ

　令和８年１月23日（金）に「ふるさと森林相談会」
を東京会場で開催しました。
　遠く離れた都市にお住まいの組合員様に直接お会
いして所有林についてのお困りごとや、山のお手入
れ等について当組合職員が出向し、ご相談に乗らせ
て頂きました。
　当組合では、毎年ふるさと森林相談会に参加をし
ています。
　事前にご予約をいただくと、図面、現地写真等を
ご用意いたしますので、お気軽にお越しください。


